
 

令和３年度文化芸術による子供育成総合事業－巡回公演事業－ 

ワークショップ実施計画書 

制作団体名 株式会社 伝統芸能オフィス 

公演団体名 一般社団法人 三宅狂言会 

 

内容 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 



 

 



 

 



 

タイムスケジュール（標準） 

ワークショップ開始時間が 9:30 の場合 
 8:30 準備開始 
 9:30 ワークショップ開始 
11：00 ワークショップ終了・片付け開始 
11：30 片付け終了 
 

 

派遣者数 

３名〜4 名 
内訳 
・主たる指導者――１  ・従たる指導者――1〜2（ワークショップの内容によって変わります） 
・スタッフ    ――1 

 

学校における事前指導 

○狂言「茸―くさびら」 
・キノコ役に最大 12 名出演、出演する児童、生徒、先生 
・本番上演と同じ寸法の舞台上で各キノコ（茸）役の演じる位置と簡単なセリフを覚える 
・キノコ（茸）役が演じる時につけるお面と笠の製作指導 
・動きとお面、笠製作のためのサンプル映像や写真は事前にお渡しします 
・事前ワークショップでのお稽古の様子をビデオカメラで撮影していただき、 
 本公演に向けての練習の時に活用願います。 



 

令和３年度文化芸術による子供育成総合事業－巡回公演事業－  

本公演実施計画書 

制作団体名 株式会社 伝統芸能オフィス 

公演団体名 一般社団法人 三宅狂言会 

 

演目 

第１部 
  １．狂言解説 ～狂言ってなあに？～ 
  2. 狂言「盆山」（ぼんさん） 
  3. 狂言体験 ～僕も私も 1 日狂言師～ 
     + + + + + + + + + 休   憩   （15 分）+ + + + + + + + + + + 
第２部 
  ４．狂言 「茸（くさびら）」―大勢狂言― 
    ※ 監修  振り付け……三宅右近（和泉流狂言方） 
※ 企画原案 演出 脚本 構成………………なかつぼ まこと 
  公演時間（ 90 分） 

 

派遣者数 

９名 
内訳 
出演者  ５名 
スタッフ  ４名 

 

タイムスケジュール（標準） 

9:00～ 到着・設営 
11:00～ リハーサル 
12:30～ 昼食休憩 
13:00～ 開場 
13:30～15:00 公演 
15:00～17:00 撤収・完全退館 

 

実施校への協力依頼人員 

とくにありません（事前に体育館の簡単なお掃除をお願い致します） 



 

演目解説 

 



 

 



 

 



 

 



 

 



 

児童生徒の公演への参加方法、公演に参加させるための工夫 

「狂言の楽しさを全員で体験する」 

子どもたちに、実際の狂言の舞台を体験してもらうことで、表現力、創造力を豊かにし、

伝統芸能をより身近に感じることができます。 

   狂言では、心からの挨拶と感謝でお稽古が始まります。背筋を伸ばすことで、 

大きな声を出すことが出来ます。 

   狂言には猿、犬の鳴き声や、扉を開くときの音などの擬音がたくさん出てきます。 

   それらを実演しながら子どもたちになんの擬音なのかを想像してもらいます。 

   また、子どもたちに親しみやすい動物を表現した「兎（うさぎ）」の謡（うたい）を 

全員でうたいます。お腹の底から大きな声をだして会場に響き渡るように謡います。 

 

低学年には難しいと思われている狂言ですが、子どもたちは言葉の響きの 

  面白さや狂言独特の空気を自然と感じ取って楽しむ能力があります。 

観客の児童生徒は、自分の友人や身近な人間が舞台に出ていることで、 

より親近感がわき、狂言をもっと身近に感じていただけるようです。 

 

実際に児童・生徒が登場するやいなや、会場からあたたかい笑いが 

あふれ出し、出演の子どもたちが作った「面」や「笠」を見て、 

その色とりどりの模様や形のおもしろさを楽しんでいます。 

  

  次代を担う子どもたちが、狂言の舞台に参加し、作品を作り上げることで強い 

  印象を残すことができます。 

  狂言をより身近に感じていただき、将来において狂言を支える観客が育つこと、  

  また、この舞台を経験したことで、狂言師になるきっかけづくりになればと思って 

  おります。 

 

児童生徒とのふれあい 

「自分たちで一つの作品を作り上げる」 

この舞台の主役は、子どもたちと先生自身です。 

鬼茸を先生が演じ、児童生徒が主役となって、 

実際の舞台で演じるところに大きな特色があります。 

    狂言では、お客様に楽しんでもらうために、 

     きびしい稽古を重ねて舞台に出ます。 

    体験する児童・生徒には、一つのことに取り組むことの大切さ、 

     うまくできたときの達成感など感じていただき、 

     今後何かをやり遂げる時には、この経験を思い出して 

    一つのことをやり遂げる力をつけてもらいたいと思います。 

 

「演技力、表現力を磨く」 

子どもたちが演じるキノコはさまざま。 

ちょこちょこと可愛らしい動きの低学年の子のキノコ。 



 

高学年はしっかりした動きのキノコ。 

鬼茸役の先生の怖くも威厳のある動き。 

それぞれ個性的なキノコたちが舞台の上で動き回り、 

創造性や演じる力を高めることができます。 

 

「共演で得られるもの」 

各学年から参加児童・生徒がそれぞれ集まり一つのことをやり遂げる。 

すると、参加児童同士が自主的に教え合い、高学年の児童が低学年の児童を 

フォローするなどコミュニケーションが生まれます。 

また自分自身の個性を磨くだけでなく、他の人の動きを観察して、 

自分との違いを研究するなど自分を客観視することもできます。 

お互い協力して舞台を作り上げることで、チームとしての団結力が深まるばかり 

ではなく、他の人よりも、もっと大きな声を出そうなどの、いい意味での対抗意識 

が生まれ、物事に取り組む意欲が高まる効果があります。 

 

指導者は子どもたちと真剣に取り組みます。子どもたちはその期待に 

答えようと一生懸命取り組んで、お互いの信頼関係が築き上げられます。 

 

「想像力・製作力が高まる」 

自分の想像力を駆使して、茸の顔を「面」と「傘」をつくります。 

子ども達の自由な発想でデザインしたものは面白く、 
舞台をより一層豊かにさせることができ、 
児童・生徒それぞれの個性を表現する力が高まります。 
先生、友達、家族の方々と話し合いながら 

オリジナルの「面」「傘」づくりを楽しみながら作成しましょう。 

 
※ 説明書はあくまでも作り方の一例としてお渡しします。 

作る素材も自由に考えさせることで面白いものが出来上がります。 

（子どもたちの自由な発想を大事に） 

 

 



制作団体名 団体ID

公演団体名 F80

都道府県

政令指定都市

調製中 火 大阪府 泉南市立樽井小学校

調製中 木 奈良県 御所市立名柄小学校

調製中 金 三重県 松阪市立西黒部小学校

調製中 火 滋賀県 竜王町立竜王小学校

調製中 水 滋賀県 長浜市立古保利小学校

調製中 木 和歌山県 紀の川市立粉河小学校

調製中 金 和歌山県 紀の川市立調月小学校

調製中 月 滋賀県 東近江市立布引小学校

調製中 火 奈良県 大和郡山市立郡山南中学校

調製中 木 大阪府 八尾市立上之島中学校

会場

株式会社伝統芸能オフィス

一般社団法人　三宅狂言会

令和3年度文化芸術による子供育成総合事業－巡回公演事業－

ワークショップ日程

開始時間

実施計画書

実施月日 曜日 実施校



制作団体名

公演団体名

都道府県

政令指定都市

2021/6/1 火 大阪府 泉南市立樽井小学校

2021/6/3 木 奈良県 御所市立名柄小学校

延期調製中 金 三重県 松阪市立西黒部小学校

2021/6/29 火 滋賀県 竜王町立竜王小学校

2021/6/30 水 滋賀県 長浜市立古保利小学校

2021/7/1 木 和歌山県 紀の川市立粉河小学校

2021/7/2 金 和歌山県 紀の川市立調月小学校

2021/12/6 月 滋賀県 東近江市立布引小学校

2021/12/7 火 奈良県 大和郡山市立郡山南中学校

2021/12/9 木 大阪府 八尾市立上之島中学校

株式会社伝統芸能オフィス

一般社団法人　三宅狂言会

本公演日程

開始時間実施月日 曜日 実施校 会場
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